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 公益財団法人 日本サッカー協会 

2022 年度 第 3回理事会 

 

2022 年 3月 10 日 

報告事項 

 1. 第 18 回 FIFA カウンシル会議（2月 24 日開催）の件 

 第 18 回 FIFA カウンシル会議が 2月 24日（木）にオンライン上で行われた。主な決定・報告事

項は以下の通り。  

 

(1)第 72 回 FIFA 総会（2022 年 3 月 31 日にカタール・ドーハで開催）について、総会アジェン 

ダおよび 2021 年 FIFA 年間活動報告 、2021 年財務諸表、2023 年予算を承認した。 

(2)ケニアサッカー連盟およびジンバブエサッカー協会について、第三者の介入を理由に資格 

停止処分を決定した。 

 

 2. JFA アジア貢献事業 海外指導者派遣（継続）の件 

 JFA アジア貢献事業の一環として海外に派遣している指導者 1名を引き続き選任する。 

 

■対象者 

(1)カンボジア/審判ダイレクター 

氏  名：唐木田 徹 

保有資格：JFA 1 級審判インストラクター、AFC Regional Referee Instructor 

■契約期間：2022 年 4月 1 日～2023 年 3月 31 日 

■派遣先協会の費用負担：指導者の国際航空券、住居、自動車の費用 

上記以外の費用については、派遣先協会と調整の上決定 

 

 3. 天皇杯 JFA 第 102 回全日本サッカー選手権大会 実施概要、決勝会場、VAR の件 

 天皇杯実施委員会を開催し、第 102 回大会について以下の通りとした。 

 

(1)開催概要 

①競技会形式： 

7 回戦、ノックアウト方式 

88 チーム出場 

②シード：※昇格を反映した前年 2021 シーズンの成績に基づく 

◆2回戦より出場 

J1：18 チーム（前年 2021 シーズン J1・1〜16 位、J2・1〜2 位） 

J2：22 チーム（前年 2021 シーズン J1・17〜20 位、 J2・3〜18 位、J3・1〜2 位） 

◆1回戦より出場 

アマチュアシード： 1チーム（HondaFC／JFL） 

③都道府県代表： 

47 チーム 

④日程： 



報告事項 

 

1 回戦 2022 年 5月 21 日（土）、22日（日）〔予備日：5月 23日（月）〕 

2 回戦 6 月 1日（水） 〔予備日：6月 8日（水）〕 

3 回戦 6 月 22 日（水） 〔予備日：6月 29日（水）〕 

ラウンド 16(4 回戦) 7 月 13 日（水） 〔予備日：7月 20日（水）〕 

準々決勝 9 月 7日（水） 〔予備日：9月 28日（水）〕 

準決勝 10 月 5 日（水） 

決勝 10 月 16 日（日） 

 

(2)決勝会場 

日産スタジアム（神奈川） 

※天皇杯決勝の日産スタジアムでの開催は、第 94回大会以来の開催となり、通算 2度目 

 

（参考：これまでの決勝会場・第 93 回～） 

第 101 回大会 国立競技場（東京） 

第 100 回大会 国立競技場（東京） 

第 99回大会   国立競技場（東京） 

第 98回大会  埼玉スタジアム 2002（埼玉) 

第 97 回大会  埼玉スタジアム 2002（埼玉) 

第 96 回大会   市立吹田サッカースタジアム（大阪) 

第 95 回大会  味の素スタジアム（東京） 

第 94回大会  日産スタジアム（神奈川） 

第 93回大会  国立競技場（東京） 

 

(3)VAR（ビデオアシスタントレフェリー） 

準々決勝（4試合）、準決勝（2試合）および決勝にて採用する。 

 

（参考：VAR 採用実績） 

第 101 回大会 準決勝（2試合）および決勝にて採用 

第 100 回大会 採用見合わせ 

※準決勝（2試合）、決勝での採用を予定していたが、新型コロナウイルスの

影響による競技会形式変更に伴い、適用を見合わせた 

第 99回大会 決勝にて採用 

 

 4. 指導者ライセンス適格性再審査の件 

  

 5. 社会貢献委員会の件 

   （報告）資料 1 

2021 年度の社会貢献活動の実施状況を、資料の通り報告する。 

 

 6. 2022 年度新規 JFA マッチコミッショナーの件 

   (報告)資料 2 
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｢JFA マッチコミッショナー認定制度｣に基づき、157 名を新規 JFA マッチコミッショナーとして

認定する。 

都道府県サッカー協会の推薦を受け、eラーニングによる講習会の受講を完了している。 

 

 7. 競技会開催申請の件 

  (1)申請団体 ：一般財団法人静岡県サッカー協会 

大 会 名 ：第 37 回静岡県ヤングサッカーフェスティバル 

主  催 ：一般財団法人静岡県サッカー協会・株式会社テレビ静岡 

主  管 ：一般財団法人静岡県サッカー協会 第 2種委員会・女子委員会 

特別協賛 ：ヤマハ発動機株式会社 

協  賛 ：株式会社ジュビロ・株式会社エスパルス 

協  力 ：株式会社モルテン 

後  援 ：静岡県教育委員会・中日新聞東海本社・静岡市・静岡市教育委員会・ 

スポーツニッポン新聞社静岡支局（全て予定） 

開催期日 ：3月 6日（日） 

会  場 ：静岡/草薙総合運動場 陸上競技場 

参加チーム：【Ｕ-16 男子の部】Ｕ-16 静岡選抜・Ｕ-16 東京選抜 

【Ｕ-16 女子の部】Ｕ-16 静岡選抜・Ｕ-16 東京選抜 

【Ｕ-18 男子の部】静岡県ユース選抜・日本高校選抜 

入場料金 ：親子ペア  1,200 円  ※前売のみ 

一般・大学生 前売 1,000 円 当日 1,200 円 

中・高校生 前売 600 円当日 800 円 

小学生 前売 300 円 当日 500 円 

 

(2) 申請団体 ：一般社団法人九州サッカー協会 

大 会 名  ：サニックス杯ユースサッカー大会２０２２ 

主  催  ：一般社団法人九州サッカー協会、一般財団法人サニックススポーツ振興財団 

主  管  ：公益社団法人福岡県サッカー協会、宗像地区サッカー協会 

           サニックス杯国際ユースサッカー大会実行委員会 

特別協賛  ：株式会社サニックス、株式会社グローバルアリーナ 

協  賛 ：株式会社モルテン、株式会社堺整骨院西、 

後  援 ：福岡県、福岡県教育委員会、公益財団法人福岡県スポーツ協会、宗像市 

        青少年アンビシャス運動推進本部 他（予定） 

開催期日 ：3月 17 日（木） ～ 20 日（日） 

会  場 ：グローバルアリーナ 

参加チーム：青森山田高校、大津高校、名古屋グランパスユース、 

サンフレッチェ広島ユース、東海大福岡高校 他 計１２チーム 

入場料金 ：無料 

 

 8. JFA サッカー施設整備助成事業の件 

 「JFA サッカー施設整備助成金 交付要項」に基づき、助成金交付要望のあった次の案件につい
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て、審査し交付を決定した。 

 

［申請概要］ 

1.徳島県 

(1)申請者   ：一般社団法人徳島県サッカー協会 

(2)申請区分  ：[助成区分 2]地区サッカー施設整備助成事業 

(3)助成対象事業：人工芝（新設 1面）、夜間照明（新設） 

(4)施設名   ：板野町田園パーク 町民スポーツガーデン 

(5)計画地   ：徳島県板野郡板野町犬伏鶴畑３７ 

(6)総事業費  ：111,860 千円 

(7)助成金申請額：50,296 千円 

(8)完了時期  ：2022 年 1 月 

(9)交付決定日 ：2021 年 11 月 10 日 

2.茨城県 

(1)申請者   ：公益財団法人茨城県サッカー協会 

(2)申請区分  ：[助成区分 1]都道府県フットボールセンター整備助成事業 

(3)助成対象事業：人工芝（新設 2面）、夜間照明（新設 2面） 

(4)施設名   ：(仮称)JA スポーツパーク 

(公益財団法人茨城県サッカー協会フットボールセンター) 

(5)計画地      ：茨城県水戸市下国井町 2201-1(JA グループ茨城教育センター) 

(6)総事業費    ：609,008 千円 うち助成対象経費 268,202 千円 

(7)助成金申請額：100,000 千円 

(8)完了時期    ：2022 年 12 月 

(9)交付決定日  ：2021 年 12 月 14 日 

3.青森県 

(1)申請者      ：十和田市(青森県) 

(2)申請区分    ：[助成区分 1] 都道府県フットボールセンター整備助成事業 

             [助成区分 3] 施設改修助成事業 

(3)助成対象事業：クラブハウス(新設)、人工芝(改修) 

(4)施設名      ：高森山人工芝多目的グラウンド 

(5)計画地      ：青森県十和田市大字深持字梅家ノ下 56 番 7 

(6)総事業費     ：242,577 千円 

(7)助成金申請額 ：31,388 千円 

(8)完了時期     ：2023 年 11 月 ※期限延長の特例措置適用 

(9)交付決定日   ：2021 年 12 月 16 日 

 

 9. JFA ロングパイル人工芝ピッチ公認（新規）の件 

 【新規】   

申請者（施設所有者）：南足利市 

施設名 ：南足利市体育センター（神奈川県南足柄市和田河原 1030） 

使用製品：積水樹脂株式会社 ドリームターフ PT2055RS+U 
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公認期間：2022 年 3 月 10 日～2025 年 3月 9日 

公認番号：第 255 号 

 

＜特記事項＞ 

使用製品は JFA ロングパイル人工芝公認規程に基づく製品検査（ラボテスト）を完了している。 

当該施設は JFA ロングパイル人工芝公認規程に基づく現地検査（フィールドテスト）を実施し、

基準を満たしている。 

 

 10. JFA ロングパイル人工芝ピッチ公認（更新）の件 

 【更新】   

申請者（施設所有者）：新宮市 

施設名 ：新宮市民運動競技場(やたがらすサッカー場)（和歌山県新宮市佐野 1501） 

使用製品：泉州敷物株式会社 セーフティターフ MFJ-65Ze 

公認期間：2022 年 2 月 7日～2025 年 2月 6日 

公認番号：第 073 号 

 

申請者（施設所有者）：愛南町 

施設名 ：愛南町あけぼのグラウンド（愛媛県南宇和郡愛南町増田 5446 番地） 

使用製品：住友ゴム工業株式会社 ハイブリッドターフ XXP-62HP 

公認期間：2022 年 2 月 18 日～2024 年 2月 17 日 

公認番号：第 184 号 

 

申請者（施設所有者）：姶良市 

施設名 ：姶良フットボールセンター（鹿児島県姶良市平松 2392） 

使用製品： 積水樹脂株式会社 ドリームターフ PT2065RS+U ACS85-CF(Br) 

公認期間：2022 年 3 月 7日～2025 年 3月 6日 

公認番号：第 230 号 

 

＜特記事項＞ 

使用製品は JFA ロングパイル人工芝公認規程に基づく製品検査（ラボテスト）を完了している。 

当該施設は JFA ロングパイル人工芝公認規程に基づく現地検査（フィールドテスト）を実施し、

基準を満たしている。 

 

 11. JFA・J リーグ特別指定選手制度の件 

 (1)選手名  ：山﨑 大地（やまさき たいち） 

    所属チーム：順天堂大学蹴球部 

    受入先  ：サンフレッチェ広島 

    所属歴  ：廿日市 FCジュニア 

             サンフレッチェ広島 F.C ジュニアユース 

             順天堂大学蹴球部 

    認定日  ：2022 年 2月 3 日 



報告事項 

 

(2)選手名  ：中野 就斗（なかの しゅうと） 

    所属チーム：桐蔭横浜大学サッカー部 

    受入先  ：サンフレッチェ広島 

    所属歴  ：AZʼ86 東京青梅ジュニア 

               AZʼ86 東京青梅 

             桐生第一高等学校 

          桐蔭横浜大学 FC 

          桐蔭横浜大学サッカー部 

    認定日  ：2022 年 2月 3 日 

(3)選手名  ：木村 勇大（きむら ゆうだい） 

   所属チーム：関西学院大学体育会サッカー部 

    受入先  ：京都サンガ F.C. 

    所属歴  ：YN キッカーズ 

              東京ヴェルディジュニア 

             ヴィッセル神戸 U-12 

          ヴィッセル神戸 U-15 

          大阪桐蔭高等学校 

   認定日   ：2022 年 2月 3 日 

(4)選手名  ：平河 悠（ひらかわ ゆう） 

    所属チーム：山梨学院大学サッカー部 

   受入先  ：FC 町田ゼルビア 

    所属歴  ：明倫 JSC 

             FC レヴォーナ U-15 

             佐賀東高校サッカー部 

          山梨学院大学サッカー部 

          山梨学院大学サッカー部ブレーブス 

    認定日  ：2022 年 2月 3 日 

(5)選手名     ：荒井 悠汰（あらい ゆうた） 

   所属チーム ：昌平高等学校サッカー部 

    受入先   ：FC 東京 

    所属歴   ：白岡南サッカースポーツ少年団 

           FC 白岡南 

           FC LAVIDA 

           昌平高等学校 

    認定日   ：2022 年 2月 8 日 

(6)選手名    ：寺山 翼（てらやま つばさ） 

    所属チーム ：順天堂大学 蹴球部 

   受入先     ：FC 東京 

    所属歴   ：新座片山 FC 少年団 

           FC 東京 U-15 むさし 

           FC 東京 U-18 
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           順天堂大学蹴球部 

   認定日     ：2022 年 2月 8 日 

(7)選手名   ：西堂 久俊（にしどう ひさとし） 

   所属チーム ：早稲田大学ア式蹴球部 

   受入先     ：FC 東京 

    所属歴   ：三井千葉サッカークラブ・ジュニア  

           三井千葉サッカークラブ・ジュニアユース 

           船橋市立船橋高等学校 

           早稲田大学ア式蹴球部 

   認定日  ：2022 年 2月 8 日 

(8)選手名   ：三浦 颯太（みうら そうた） 

   所属チーム ：日本体育大学学友会サッカー部 

    受入先     ：ヴァンフォーレ甲府 

    所属歴   ：FC ゴロアーズ 

           FC 東京 U-15 むさし 

           帝京高等学校  

           日本体育大学学友会サッカー部 

   認定日     ：2022 年 2月 9 日 

(9)選手名   ：芳賀 日陽（はが あさひ） 

   所属チーム ：作新学院大学サッカー部 

   受入先     ：いわき FC 

    所属歴   ：板橋少年サッカークラブ 

              FC 東京 U-15 深川 

            FC 東京 U-18 

            作新学院大学サッカー部 

   認定日     ：2022 年 2月 15 日 

(10)選手名    ：鶴野怜樹（つるの れいじゅ） 

     所属チーム：福岡大学サッカー部 

     受入先  ：アビスパ福岡 

   所属歴  ：FC ヴィラノーバ水俣 U-12 

             DESAFIO2009 

           FC ヴィラノーバ水俣 U-12 

           NPO 法人ヴィラノーバ水俣 U-15 

           立正大学淞南高等学校 

           福岡大学サッカー部 

   認定日  ：2022 年 2月 15 日 

(11)選手名  ：落合 陸（おちあい りく） 

   所属チーム：東京国際大学体育会サッカー部 

   受入先  ：柏レイソル 

   所属歴  ：浦和尾間木サッカースポーツ少年団 

             柏レイソル U-12 
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             柏レイソル U-15 

             柏レイソル U-18  

             東京国際大学体育会サッカー部 

             VONDS 市原 FC 

             東京国際大学体育会サッカー部 

   認定日  ：2022 年 2月 15 日 

(12)選手名  ：泉 柊椰（いずみ とおや） 

   所属チーム：びわこ成蹊スポーツ大学サッカー部 

   受入先  ：ヴィッセル神戸 

   所属歴  ：八尾太陽リンクスサッカークラブ   

            柏田サッカークラブ  

            ヴィッセル神戸 U-18 

             びわこ成蹊スポーツ大学サッカー部 

   認定日  ：2022 年 2月 15 日 

  

 12. 女子委員会 委員退任の件 

 以下の女子委員会委員が 3月 26 日付けで退任する。 

 

氏名：小林美由紀（こばやし みゆき） 

 

【退任の理由】 

1 月 29 日(土)に開催された JFA 臨時評議員会にて、公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ

(WE リーグ)が評議員推薦加盟団体となった。 

WE リーグから小林氏を評議員候補者として推薦することとなり、3月 27 日(日)開催予定の定時

評議員会に付議される予定となっている。 

評議員は、常設委員会の委員を兼ねることが禁じられているため、常設委員会である女子委員会

の委員をこの度退任するもの。 

 

参考：「評議員及び評議員会規則」 

第２条〔評議員の資格〕 

評議員は、本協会の理事、監事、職員、司法機関又は常設委員会の委員を兼ねることはで

きない。 

 

 13. 審判員・審判指導者 海外派遣の件 

 審判員・審判指導者の国際試合への派遣は次の通り。 

 

＜審判員＞ 

①AFC Women's Asian Cup India 2022 

試合日：1月 20 日～2月 6日 

場所 ：インド 

審判員：山下良美、坊薗真琴、手代木直美、小泉朝香 
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②2022 FIFA World Cup Qatar - Preliminary Competition Asian Zone  

Third Round - Group A  UAE vs シリア 

試合日：1月 27 日 

場所 ：ドバイ 

審判員：飯田淳平 

③2022 FIFA World Cup Qatar - Preliminary Competition Asian Zone  

Third Round - Group A  シリア vs 韓国 

試合日：2月 1日 

場所 ：ドバイ 

審判員：佐藤隆治、木村博之、荒木友輔、飯田淳平、三原純、野村修 

 

＜審判指導者＞ 

①AFC Women's Asian Cup India 2022 

試合日  ：1月 20 日～2月 6日 

場所   ：インド 

アセッサー：山岸佐知子 

②2022 FIFA World Cup Qatar - Preliminary Competition Asian Zone  

Third Round - Group A  UAE vs シリア 

試合日  ：1月 27 日 

場所   ：ドバイ 

アセッサー：石山昇 

③2022 FIFA World Cup Qatar - Preliminary Competition Asian Zone  

Third Round - Group A  イラン vs UAE 

試合日  ：2月 1日 

場所   ：テヘラン 

アセッサー：石山昇 

 

 14. フットサル競技規則：「第３条－競技者」の暫定的改正の延長の件 

   (報告)資料 3 

フットサル競技規則：「第３条－競技者」の暫定的改正の延長を別紙の通り行う。 

 

 15. ビーチサッカー競技規則：「第３条－競技者」の暫定的改正の延長の件 

 (報告)資料 4 

ビーチサッカー競技規則：「第３条－競技者」の暫定的改正の延長を別紙の通り行う。 

 

 16. 名義使用申請の件 

 主催：公益社団法人マナーキッズプロジェクト 

期間：2022 年 4 月 1 日 ～2022 年 11 月 30 日  

後援：スポーツ庁、公益財団法人日本サッカー協会 

目的：全国の幼稚園園児・小学校児童に対し、スポーツ・文化及び社会活動を通して日本の伝 

統的な礼法を体験させることにより、挨拶、礼儀作法の基本的マナーの習得、体力・運 



報告事項 

 

動能力及び知的能力の向上を図り、「体」「徳」「知」のバランスのとれた、世界に通 

用する人材育成に寄与する。 

内容：正しい姿勢他を身に付けさせるために、マナーキッズ体幹遊びを実施 

 

申請団体：株式会社 LDH JAPAN 

行事名称：EXILE CUP 2022 

後援  ：公益財団法人日本サッカー協会 

場所  ：9 地域全国 10都市 

開催日 ：2022 年 6 月 1日～2022 年 9月 30 日 

目的  ：小学 4年～6年生によるフットサル大会を通して、12 歳以下年代の選手育成と 

サッカー フットサルの普及に貢献する。 

内容  ：小学 4年～6年生によるフットサル大会。9地域全国 10都市で予選大会を行い、各 

予選大会優勝チームによる決勝大会を愛媛県今治市で実施。決勝大会の出場チーム 

がヨーロッパに遠征する（状況に鑑みて主催者にて決定予定）。2010FIFA ワール 

ドカップ南アフリカ大会に出場する日本代表の応援ソング「VICTORY」を制作したこと

を機にスタートし、今回で 11回目を迎える。開始以降、JFA が後援してい 

る。過去の大会参加者が年代別日本代表に選出されるなど、サッカー フットサル 

の発展に一定の成果を挙げている。株式会社 LDH JAPAN は、この事業を社会貢献活 

動として実施。大会アドバイザーとして岡田武史 JFA シニアアドバイザーが就任し 

ている。 

 

申請団体  ：NPO 法人グッド・エイジング・エールズ（プライドハウス東京運営事務局）、 

一般社団法人 S.C.P Japan 

行事名称  ：動画制作プロジェクト「女性らしさから、自分らしさへ」 

開催日   ：2022 年 3月 8 日 ～ 3 月 31 日 

主催    ：プライドハウス東京、一般社団法人 S.C.P Japan 

協力    ：公益財団法人日本サッカー協会、公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ 

（WEリーグ）、株式会社 Rebolt 

目的・内容：サッカーを題材に世の中の「女性らしさ」に問いを立て、多様なサッカー 

選手や関係者の声を通して、性別では定義することのできない「自分らしさ」を 

表現する映像を制作し、発信することを通じて LGBTQ+への理解増進、ひいては人

権に対する意識の醸成を目指す。 

 

 17. 裁定委員会における懲罰の件 

 裁定委員会（委員長：本林徹）より報告された懲罰案件について報告する。 

 

 


